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 　第4回定例会は６月２１日に開会し、町長からの行政報告のほ
か、３議員の一般質問と意見書案、各条例や 各会計補正予算、契
約締結などを審議・可決し閉会しました。
　今月号では、第６回定例会における審議事項や一般質問につ
いての内容をお知らせいたします。
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提出先要　　　　旨件　　　名

 ・内閣総理大臣
 ・内閣官房長官
 ・総務大臣
 ・財務大臣
 ・内閣府特命大臣
 （経済財政政策）
 ・経済産業大臣

  急速な高齢社会が到来し、国の歳出に占める社会保障関係費
  の割合は５割を超え、社会保障の機能強化と持続可能性の確
  保が一層重要となっている。特に、地域経済と雇用対策の活
  性化が求められる中で、介護・福祉施策の充実、農林水産業
  の振興、クリーンエネルギーの開発など、雇用対策と結びつ
  け、これらの政策分野の充実強化が求められている。２０１３年
  度予算においても、２０１２年度と同規模の地方財政計画、地方
  交付税など地方財政予算全体の安定確保に向けた対策を求め
  る。

  地方財政の充実・強化を

  求める意見書

 ・北海道労働局長

 ・北海道最低賃金

     審議会長
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  北海道地域最低賃金の大

  幅な改善を求める意見書

　議員から提出された４件の意見書案について審議の結果、原案のとおり可決し、関係大臣等に提出することと
しました。
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歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
千　

万
８９６

４
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を　

億
５
千　

万
１
千

５７

４９０

円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
補
正
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

主な補正内訳補正額補正科目

国・道支出金返還金99千円民　生　費

斜里郡３町終末処理事業組合負担金6,576千円衛　生　費

戸別所得補償制度推進事業費補助金など569千円農林水産業費

イベント用備品購入費785千円商　工　費

建物等修繕料など2,877千円土　木　費

郷土資料館整備工事請負費など8,058千円教　育　費

18,964千円合　計 ��
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提出先要　　　　旨件　　　名

 ・内閣総理大臣
 ・総務大臣
 ・財務大臣
 ・文部科学大臣
 ・内閣府特命大臣
　（地域主権推進）
 ・衆議院議長
 ・参議院議長

  子どもたちが、住む地域に関係なく等しく教育を受けられる
  よう、国の責務である教育水準を担保するためには、義務教
  育費国庫負担制度を堅持し、負担率を２分の１へ復元するな
  どの拡充が大変重要である。新・教職員定数改善計画を上回
  る「３０人以下学級」を早期に実現し、ゆとりある教職員定数
  となるよう改善するとともに、地域の特性にあった教育環境
  の整備・充実のため、教育予算を確保し拡充するよう要望す   
  る。

  義務教育費国庫負担制度
  堅持・負担率２分の１へ
  の復元、「３０人以下学級」
  の実現をめざす教職員定
  数改善、就学保障充実な
  ど２０１３年度国家予算編成
  における教育予算確保・
  拡充に向けた意見書

 ・内閣総理大臣
 ・総務大臣
 ・財務大臣
 ・文部科学大臣
 ・厚生労働大臣
 ・衆議院議長
 ・参議院議長
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  けいれん性発声障害��

�����研究・治療等の推

  進を求める意見書
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道
営
担
い
手
支
援
畑
地
帯
総
合

整
備
事
業
負
担
金
４
千
万
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
２

億　

万
１
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

６１３

��

　

平
成　

年
７
月
分
の
給
料
に
つ

２４

い
て
、
町
長
は　

％
、
副
町
長
は

１０

５
％
減
額
す
る
も
の
で
す
。

　
　
（
平
成　

年
７
月
１
日
施
行
）

２４

��������

��������

　

外
国
人
登
録
法
の
廃
止
及
び
住

民
基
本
台
帳
法
の
改
正
に
伴
い
、

条
文
の
改
正
等
を
行
う
も
の
で
す
。

　
　
（
平
成　

年
７
月
９
日
施
行
）

２４
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外
国
人
登
録
法
の
廃
止
及
び
住

民
基
本
台
帳
法
の
改
正
と
戸
籍
事

務
の
電
算
化
に
伴
い
、
条
文
の
改

正
等
を
行
う
も
の
で
す
。

　
　
　
　
（
公
布
の
日
よ
り
施
行
）
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減
債
基
金
（
将
来
の
町
債
償
還

に
充
て
る
財
源
）
の
積
立
な
ど
１

億
１
千　

万
を
追
加
し
、
歳
入
歳

３００

出
予
算
の
総
額
を　

億
９
千　

万

６１

９１３

７
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。
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国
の
普
通
調
整
交
付
金
の
未
交

付
な
ど
に
よ
り
収
支
不
足
が
見
込

ま
れ
た
こ
と
か
ら
、
一
般
会
計
よ

り
基
準
外
の
繰
入
を
行
う
な
ど
、

　

万
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
予

５００算
の
総
額
を
９
億
２
千　

万
２
千

４５６

円
と
す
る
も
の
で
す
。
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東
日
本
大
震
災
以
降
、
安
全
性

の
面
か
ら
脱
原
発
の
声
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
が
、
国
は
国
民
に
対
し

将
来
に
向
け
て
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
を
明
確
に
し
て
い
な
い
中
で
、

当
面
の
電
力
不
足
に
対
し
、
地
域

毎
に
節
電
を
提
示
し
、
北
海
道
は

７
パ
ー
セ
ン
ト
の
節
電
を
余
儀
な

く
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

は
こ
れ
か
ら
収
穫
期
を
迎
え
、
農

業
関
連
施
設
な
ど
で
大
量
の
電
力

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

電
力
確
保
は
大
変
重
要
と
な
り

ま
す
が
、
電
力
確
保
の
見
通
し
に

つ
い
て
、
町
長
の
考
え
を
伺
い
ま

す
。

　

今
回
、
国
、
北
海
道
並
び
に
北

海
道
電
力
よ
り
節
電
へ
の
協
力
要

請
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
そ
の
要

因
は
、
泊
発
電
所
の
運
転
が
再
開

で
き
な
い
こ
と
、
ま
た
、
苫
東
厚

真
火
力
発
電
所
４
号
機
の
補
修
工

事
が
秋
ま
で
行
わ
れ
る
こ
と
、
更

に
、
本
州
か
ら　

万
キ
ロ
ワ
ッ
ト

６０

の
電
力
が
来
て
い
ま
す
が
、
こ
の

内　

万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
が
停
止
し
て

３０
い
る
状
態
で
、
苫
東
厚
真
２
号
機

が
計
画
外
停
止
し
た
場
合
に
電
力

が
不
足
す
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
設
備
の
停
止
が
重

な
る
頻
度
は
少
な
い
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
万
が
一
に
も
計
画

停
電
が
実
施
さ
れ
た
場
合
、
あ
ら

ゆ
る
業
種
、
住
民
生
活
に
影
響
を

及
ぼ
し
ま
す
が
、
生
命
・
身
体
の

安
全
確
保
に
不
可
欠
な
施
設
、
交

通
関
係
、
物
流
関
係
へ
の
影
響
が

大
き
い
も
の
は
そ
れ
ぞ
れ
制
限
が

緩
和
さ
れ
る
な
ど
、
今
回
の
節
電

要
請
は
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し

て
の
準
備
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

何
よ
り
も
高
齢
者
な
ど
、
社
会

的
弱
者
の
皆
様
が
守
ら
れ
る
こ
と

が
最
優
先
で
あ
り
、
節
電
は
住
民

　

浜
小
清
水
前
浜
キ
ャ
ン
プ
場
は
、

例
年
、
千
人
前
後
の
利
用
が
あ
り

ま
す
が
、
近
年
、
砂
浜
の
浸
食
に

よ
り
炊
事
場
周
辺
に
テ
ン
ト
を
張

る
方
々
が
増
え
て
い
る
状
況
で
す
。

　

隣
接
す
る
民
有
地
な
ど
は
利
用

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
キ
ャ
ン

プ
場
用
地
を
広
げ
る
と
と
も
に
、

ト
イ
レ
も
利
用
期
間
を
広
げ
、
施

下 平 正 吾  議員
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東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
と

再
生
、
税
制
の
公
平
性
の
確
保
及

び
課
税
の
適
正
化
の
観
点
か
ら
要

請
さ
れ
る
喫
緊
の
課
題
へ
の
対
応

と
平
成　

年
度
税
制
改
正
に
お
け

２３

る
積
み
残
し
事
項
の
対
応
の
た
め
、

地
方
税
法
及
び
国
有
資
産
等
所
在

市
町
村
交
付
金
法
が
改
正
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
条
文
改
正
等
す
る

も
の
で
す
。
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…
専
決
処
分
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統
合
小
学
校
外
構
整
備
工
事
に

か
か
る
契
約
の
締
結
。　

▼
契  
約  
先　

株
式
会
社　

北
興

▼
契
約
金
額　

５
千　

万
５
千
円

４０７
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地　籍所　在　地

   456.41㎡
   708.35㎡

 字小清水324番地3
 字小清水649番地14

  交換に供する

  財産

   394.58㎡

   770.19㎡
�字小清水498番地1
 字小清水651番地44

  交換により

  取得する財産

　

町
が
所
有
す
る
旧
労
働
会
館
等

跡
地
と
日
本
赤
十
字
社
が
所
有
す

る
旧
小
清
水
赤
十
字
病
院
院
長
住

宅
跡
地
等
を
等
価
交
換
す
る
も
の

で
す
。

▼
交
換
の
相
手

　
　

東
京
都
港
区
芝
大
門
１
─

　
　

１
─
３

　
　

日
本
赤
十
字
社

　
　
　

社
長　

近　

衞　

忠　

� ��

一
人
ひ
と
り
の
意
識
と
行
動
が
一

番
だ
と
言
わ
れ
て
お
り
、
町
も
電

力
使
用
者
の
一
人
と
し
て
、
節
電

に
向
け
た
集
中
対
策
を
行
い
ま
す
。

　

今
後
、
町
広
報
を
通
じ
て
、
町

内
事
業
所
及
び
町
民
皆
様
に
も
節

電
協
力
を
お
願
い
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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下
平
正
吾 
議
員

��
��
��
�

��
��
��
�

��

林　

直
樹 
町
長

�

工
藤
孝
一 
議
員
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工 藤 孝 一  議員
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浜
小
清
水
前
浜
キ
ャ
ン
プ
場

は
、
炊
事
場
及
び
ト
イ
レ
を
町
有

地
に
整
備
し
、
テ
ン
ト
サ
イ
ト
は

砂
浜
５
千　

平
米
を
網
走
南
部
森

２０

林
管
理
署
よ
り
借
り
受
け
開
設
し

ま
し
た
が
、
近
年
、
海
岸
の
浸
食

が
進
み
、
そ
の
対
策
と
し
て
テ
ト

ラ
ポ
ッ
ト
が
設
置
さ
れ
る
な
ど
、

砂
浜
に
テ
ン
ト
を
張
り
づ
ら
い
環

境
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

炊
事
場
東
側
の
隣
接
地
は
、
網

走
漁
業
協
同
組
合
が
さ
け
・
ま
す

定
置
網
漁
の
関
連
施
設
用
地
と
し

て
、
網
走
南
部
森
林
管
理
署
よ
り

借
り
受
け
て
い
ま
す
が
、
現
在
は

利
用
さ
れ
て
い
な
い
施
設
も
見
受

け
ら
れ
ま
す
の
で
、
今
後
、
テ
ン

ト
サ
イ
ト
用
地
の
確
保
に
向
け
、

漁
協
施
設
の
撤
去
及
び
借
用
面
積

な
ど
に
つ
い
て
、
双
方
の
機
関
と

協
議
を
進
め
て
行
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

ト
イ
レ
の
利
用
期
間
に
つ
い
て

は
、
隣
接
地
に　

時
間
利
用
可
能

２４

　

町
の
美
化
、
衛
生
的
な
社
会
生

活
を
送
る
中
で
、
町
内
に
設
置
さ

れ
て
い
る
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

役
割
は
非
常
に
大
き
い
と
思
い
ま

す
。

　

昨
今
、
高
齢
化
が
進
み
、
重
た

い
鋼
鉄
の
扉
を
持
ち
上
げ
る
に
は

力
も
必
要
で
大
変
か
つ
危
険
で
す
。

　

扉
を
前
面
に
設
置
し
、
高
齢
者

に
優
し
い
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

し
て
は
ど
う
か
と
考
え
ま
す
が
、

町
と
し
て
事
業
に
取
り
組
む
考
え

は
あ
る
の
か
、
ま
た
、
あ
る
と
す

れ
ば
改
造
に
か
か
る
費
用
を
全
額

町
が
負
担
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、

所
見
を
伺
い
ま
す
。

　

町
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
平
成　

年
度

２３

末
で　

ヶ
所
あ
り
ま
す
。

２５３

　

３
月
に
開
催
さ
れ
た
自
治
会
連

合
会
役
員
会
で
、
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
関
す
る
問
題
や
改
善
事

例
な
ど
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、

一
部
の
自
治
会
で
は
、
す
で
に
自

治
会
の
負
担
で
、
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
使
い
や
す
く
改
造
さ
れ

て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
す

る
場
合
の
費
用
は
、
小
清
水
町
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
設
置
費
補
助
金

交
付
要
綱
に
基
づ
き
、
購
入
す
る

自
治
会
に
対
し
、
購
入
費
用
の
２

分
の
１
の
補
助
金
を
交
付
し
、
そ

の
後
の
維
持
管
理
費
用
は
自
治
会

負
担
と
い
う
こ
と
で
お
願
い
し
て

き
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
そ
の
よ
う
な
こ
と
で
お

願
い
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

の
で
、
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
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�����

な
、
道
の
駅
は
な
や
か
小
清
水
の

ト
イ
レ
が
あ
り
、
今
年
度
ウ
ォ

シ
ュ
レ
ッ
ト
に
改
修
し
、
よ
り
多

く
の
方
に
快
適
に
ご
利
用
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
売
店
及
び
周
辺
店

舗
で
の
買
い
物
や
食
事
な
ど
、
消

費
拡
大
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 　

出
入
り
す
る
網
走
漁
協
の
ト

ラ
ッ
ク
が
キ
ャ
ン
プ
場
に
駐
車
す

る
車
で
支
障
を
き
た
し
て
い
る
や

に
聞
い
て
い
ま
す
。

　

現
地
を
調
査
し
、
今
後
、
ど
の

よ
う
に
し
た
ら
よ
い
か
検
討
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

流
木
に
つ
い
て
は
、
本
町
の
海

岸
を
含
め
、
近
隣
の
海
岸
な
ど
で

も
流
木
や
そ
の
他
の
物
が
漂
着
し

支
障
を
き
た
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

毎
年
、
町
職
員
が
流
木
以
外
の

漂
着
物
を
処
分
し
て
い
ま
す
が
、

流
木
は
大
き
な
嵐
が
来
た
時
に
は
、

ま
た
海
に
戻
る
と
い
う
可
能
性
も

あ
る
の
で
、
そ
の
付
近
に
置
い
て

く
だ
さ
い
と
い
う
オ
ホ
ー
ツ
ク
総

合
振
興
局
の
指
導
も
あ
り
ま
し
て
、

そ
の
ま
ま
に
し
て
あ
る
状
況
で
す
。

　

こ
の
問
題
は
、
本
町
だ
け
で
解

決
で
き
る
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
関
係
町
村
や
関
係
機
関
と

も
協
議
し
、
対
応
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

関
係
機
関
と
協
議
を
進
め
る
と

い
う
こ
と
で
す
が
、
キ
ャ
ン
プ
場

の
右
側
前
方
に
民
有
地
も
あ
り
ま

す
。

　

キ
ャ
ン
プ
場
奥
に
あ
る
網
走
漁

協
の
倉
庫
を
利
用
す
る
ト
ラ
ッ
ク

の
出
入
り
に
支
障
を
き
た
す
期
間

も
あ
り
ま
す
の
で
、
駐
車
場
の
問

題
も
含
め
、
民
有
地
に
つ
い
て
も

協
議
を
進
め
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
が
如
何
で
し
ょ
う
か
。　

　

ま
た
、
前
浜
キ
ャ
ン
プ
場
に
つ

い
て
は
、
流
木
の
問
題
も
あ
り
、

本
年
度
は
例
年
に
な
い
流
木
が
漂

着
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
問
題
は
、
単
に
小
清
水
町

の
沿
岸
だ
け
で
は
な
い
と
思
い
ま

す
が
、
ど
の
よ
う
な
対
処
を
さ
れ

て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

設
の
有
効
利
用
を
進
め
る
べ
き
と

思
い
ま
す
が
、
所
見
を
伺
い
ま
す
。
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す
で
に
一
部
の
自
治
会
で
、
自

治
会
の
負
担
で
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
改
造
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
で
は
、
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
集
会
所
に
数
個
設

置
し
て
い
る
程
度
で
、
各
戸
で
処

理
し
て
い
る
実
態
に
あ
り
、
町
民

全
体
を
考
え
る
と
、
街
の
中
だ
け

手
厚
く
助
成
す
る
と
い
う
の
は
ど

う
か
と
も
思
い
ま
す
。

　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
鉄
工
所

に
持
ち
運
ぶ
と
、
１
基
数
千
円
程

度
で
改
修
で
き
る
と
聞
い
て
い
ま

����������

�����

　

こ
の
度
の
山
口
油
屋
福
太
郎
の

当
町
進
出
は
、
町
民
の
方
々
の
関
心

事
で
す
。

　

こ
れ
を
機
に
、
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
い
、

親
と
の
同
居
も
考
え
帰
郷
し
た
い

と
い
う
話
し
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　

企
業
立
地
促
進
条
例
に
沿
っ
た

話
し
合
い
が
さ
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
が
、
雇
用
人
数
の
確
保
な
ど
条

例
の
条
件
に
あ
っ
た
誘
致
が
進
ん

で
い
る
の
か
、
ま
た
、
誘
致
の
進
捗

状
況
が
町
民
に
見
え
て
こ
な
い
状

況
で
す
が
、
町
民
に
周
知
し
て
い
く

考
え
は
あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　

自
治
会
が
老
い
も
若
き
も
全
て

が
使
う
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、

自
治
会
負
担
と
い
う
こ
と
も
わ
か

り
ま
す
が
、
高
齢
者
に
優
し
い
町

づ
く
り
を
標
榜
し
て
い
る
町
長
で

す
の
で
、
高
齢
者
の
為
に
、
是
非
、

全
額
負
担
を
し
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
が
、
設
置
し
て
い
る
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
何
パ
ー
セ
ン
ト
、
何
個

か
は
町
で
負
担
す
る
と
い
う
方
法

も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
如
何
で

し
ょ
う
か
。

す
。

　

改
修
す
る
方
法
に
よ
っ
て
費
用

は
変
わ
る
か
と
は
思
い
ま
す
が
、

自
治
会
で
負
担
で
き
な
い
金
額
で

は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

単
年
度
で
は
な
く
、
年
次
計
画

で
改
造
し
て
い
く
こ
と
も
で
き
る

と
思
い
ま
す
の
で
、
町
民
全
体
の

こ
と
を
考
え
、
ご
理
解
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。　

 　

　

現
在
、
北
陽
め
ん
べ
い
工
場
の

新
設
に
あ
た
り
、
屋
内
体
育
館
と

校
舎
間
の
一
部
増
築
な
ど
、
施
設

改
修
工
事
の
実
施
設
計
が
行
わ
れ

て
お
り
、
近
々
、
建
築
確
認
申
請

が
な
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

９
月
に
は
改
修
工
事
に
着
手
さ

れ
、
当
初
の
計
画
通
り
平
成　

年
２５

５
月
の
本
格
稼
働
に
向
け
て
着
実

に
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
状
況

の
よ
う
で
す
。

　

新
規
雇
用
者
は
、
初
年
度
が　
１５

名
程
度
、
以
降
平
成　

年
度
ま
で

２７

の
３
年
次
で
総
数　

名
の
採
用
が

５０

計
画
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

新
規
雇
用
者
の
募
集
時
期
な
ど

は
、
ま
だ
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
企
業
側
か
ら
は
、
従
業
員

の
採
用
に
あ
た
り
、
ま
ず
、
町
内

の
募
集
を
優
先
し
た
い
と
い
う
意

向
も
聞
い
て
い
ま
す
の
で
、
し
か

る
べ
き
時
期
に
、
自
治
会
回
覧
等

に
よ
る
周
知
等
、
協
力
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
の
企
業
誘
致
は
、
地
元

の
雇
用
確
保
の
み
な
ら
ず
、
U

タ
ー
ン
、
I
タ
ー
ン
な
ど
、
新
た

な
定
住
人
口
の
増
加
と
い
っ
た
効

果
に
も
大
き
く
期
待
を
寄
せ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
の
で
、
報
道
機
関

に
協
力
を
い
た
だ
く
な
ど
、
広
く

情
報
発
信
で
き
る
よ
う
、
今
後
も

企
業
と
の
協
議
の
中
で
検
討
し
て

行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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６
月　

日
〜
７
月　

日

１９

１８

【
６
月
】

　

日　

議
会
運
営
委
員
会

２１
　
　
　

第
４
回
町
議
会
定
例
会

　
　
　

議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

　

日　

斜
里
地
区
消
防
組
合
議
会

２８
　
　
　

終
末
処
理
事
業
組
合
議
会

　
　
　
（
斜
里
町
）

　

日　

オ
ホ
ー
ツ
ク
圏
活
性
化
期

２９
　
　
　

成
会
農
林
水
産
委
員
会

　
　
　
（
網
走
市
）　

　

日　

S
L
歓
迎
は
な
や
か
祭

３０
　
　
　

ｉ
ｎ
小
清
水

【
７
月
】

３
日　

町
村
議
会
議
員
研
修
会

　
　
　
（
札
幌
市
）

４
日
〜
５
日

　
　
　

経
済
厚
生
常
任
委
員
会

       　
（
小
樽
市
・
白
老
町
行
政
視
察
）

８
日　

ふ
れ
あ
い
広
場

　

日　

経
済
厚
生
常
任
委
員
会

１１
　

日　

３
町
正
副
議
長
会
議

１３
　

日　

議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

１８

■編　集　

　　議会報編集特別委員会

■委員長　森　　 浩

■副委員長　槻間 善� 

■委　員　下平 正吾

　　　　　�橋 隆文

　　　　　大石 誠示

　　　　　工藤 孝一
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議会だよりでは、質問・答弁の内容を要約して掲載し
ております。
質問・答弁の全文については紙面の都合により載せる
ことが出来ませんが、詳しくお知りになりたい方は、
小清水町議会事務局へお問い合わせください。

【お問い合わせ先】

小清水町議会事務局　�（６２）４４７７（直通）
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